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現状現状
何らかの疾病を抱えながら働いている
日本の労働人口の約３人に１人が

何らかの疾病を抱えながら働いている

出典:厚生労働省平成25年度国民生活基礎調査

（万人）

全疾病
2,007万人

（主要疾病合計 782万人）

◆罹患しながら働く人数（主な疾病）
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解雇された

辞めるように促された、もしくは辞めざるを得ないような配置

転換をされた

もともと辞めるつもりだった

治療や静養に必要な休みをとることが難しかった

会社や同僚、仕事関係の人々に迷惑をかけると思った

仕事を続ける自信がなくなった

出典：2013がん体験者の悩みや負担等に関する実態調査「がんの社会学」に関する研究グループ、研究代表者 静岡がんセンター山口建

制度や社内の理解が不十分
治療を続けながら働くための
制度や社内の理解が不十分

◆がん患者の離職理由

治療と仕事の両立支援

１ 会社の意識改革と受入れ体制の整備 ２トライアングル型支援などの推進

治療と仕事の両立が普通にできる社会を目指す

◆主治医、会社・産業医、両立支
援コーディネーターによるトライ
アングル型サポート体制の構築

労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する法律（改正雇用対策法）
において、働き方改革に係る基本的な考え方を明らかにし、国として改革を総合的かつ継続的に推進するため
の基本方針を定めるものであり、病気の治療と仕事の両立支援についても、労働者の多様な事情に応じた雇用
の安定と職業生活等の目的を達成するために国が総合的に講じるべき施策の一つとして、明確に位置付けられ
た。

治療と仕事が両立可能な環境が必要 ⇒ 現実には困難な状況に直面している方々も多い

雇用対策法の改正による治療と仕事の両立支援の位置付け雇用対策法の改正による治療と仕事の両立支援の位置付け

働き方改革実行計画働き方改革実行計画
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